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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成29年8月10日(2017.8.10)

【公開番号】特開2015-72452(P2015-72452A)
【公開日】平成27年4月16日(2015.4.16)
【年通号数】公開・登録公報2015-025
【出願番号】特願2014-140029(P2014-140029)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  25/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   25/00     　　　Ａ
   Ｇ０２Ｂ   13/18     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年6月27日(2017.6.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物体側から観察側へ順に、正の屈折力の第１レンズ、負の屈折力の第２レンズ、正の屈
折力の第３レンズより構成される接眼レンズであって、
　前記第１レンズの物体側のレンズ面Ｒ１ａは物体側に凸形状であり、前記第２レンズの
観察側のレンズ面Ｒ２ｂは観察側に凹形状であり、
　前記接眼レンズの焦点距離をｆ、前記レンズ面Ｒ１ａの焦点距離をｆ１１、前記レンズ
面Ｒ２ｂの焦点距離をｆ２２、前記レンズ面Ｒ１ａの曲率半径をｒ１ａ、前記レンズ面Ｒ
２ｂの曲率半径をｒ２ｂとするとき、
　０．６５＜ｆ１１／ｆ＜１．００
　－０．７５＜ｆ２２／ｆ＜－０．３０
　－１００．００＜（ｒ２ｂ＋ｒ１ａ）／（ｒ２ｂ－ｒ１ａ）＜－５．００
なる条件式を満たすことを特徴とする接眼レンズ。
【請求項２】
　前記レンズ面Ｒ１ａは非球面形状であり、前記レンズ面Ｒ１ａの有効径をＤＲ１１、前
記レンズ面Ｒ１ａのレンズ面頂点から有効径の位置までの光軸方向の長さをＬｐとすると
き、
　０．１８＜Ｌｐ／ＤＲ１１＜０．２５
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１に記載の接眼レンズ。
【請求項３】
　前記レンズ面Ｒ１ａ及び前記レンズ面Ｒ２ｂは非球面形状であり、前記レンズ面Ｒ１ａ
の有効径をＤＲ１１、前記レンズ面Ｒ１ａのレンズ面頂点から有効径の位置までの光軸方
向の長さをＬｐ、前記レンズ面Ｒ２ｂの有効径をＤＲ２２、前記レンズ面Ｒ２ｂのレンズ
面頂点から有効径の位置までの光軸方向の長さをＬｎとするとき、
　０．８０＜（Ｌｐ／ＤＲ１１）／（Ｌｎ／ＤＲ２２）＜１．１０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１または２に記載の接眼レンズ。
【請求項４】
　前記第１レンズの観察側のレンズ面の曲率半径をｒ１ｂとするとき、
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　０．３０＜（ｒ１ｂ＋ｒ１ａ）／（ｒ１ｂ－ｒ１ａ）＜１．５０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の接眼レン
ズ。
【請求項５】
　視度調整に際して、前記第１レンズ、前記第２レンズ、及び前記第３レンズが一体的に
移動することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の接眼レンズ。
【請求項６】
　画像を表示する画像表示素子と、該画像表示素子の画像表示面に表示される画像を観察
するために用いられる請求項１乃至５のいずれか１項に記載の接眼レンズとを有すること
を特徴とする観察装置。
【請求項７】
　前記画像表示面の対角長をＨとするとき、
　０．１５＜Ｈ／ｆ＜０．３０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項６に記載の観察装置。
【請求項８】
　視度が０ディオプターのときの前記画像表示面から前記レンズ面Ｒ１ａまでの空気換算
距離をＬとするとき、
　０．７０＜Ｌ／ｆ＜０．８０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項６または７に記載の観察装置。
【請求項９】
　撮像素子と、該撮像素子に形成された物体像を表示する画像表示素子と、該画像表示素
子の画像表示面に表示される画像を観察するために用いられる請求項１乃至６のいずれか
１項に記載の接眼レンズとを有することを特徴とする撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の接眼レンズは、物体側から観察側へ順に、正の屈折力の第１レンズ、負の屈折
力の第２レンズ、正の屈折力の第３レンズより構成される接眼レンズであって、前記第１
レンズの物体側のレンズ面Ｒ１ａは物体側に凸形状であり、前記第２レンズの観察側のレ
ンズ面Ｒ２ｂは観察側に凹形状であり、前記接眼レンズの焦点距離をｆ、前記レンズ面Ｒ
１ａの焦点距離をｆ１１、前記レンズ面Ｒ２ｂの焦点距離をｆ２２、前記レンズ面Ｒ１ａ
の曲率半径をｒ１ａ、前記レンズ面Ｒ２ｂの曲率半径をｒ２ｂとするとき、
　０．６５＜ｆ１１／ｆ＜１．００
　－０．７５＜ｆ２２／ｆ＜－０．３０
　－１００．００＜（ｒ２ｂ＋ｒ１ａ）／（ｒ２ｂ－ｒ１ａ）＜－５．００
なる条件式を満たすことを特徴とする。
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